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人口の”チカラ” 

チカラ① 



吹田市の人口の推移と将来人口の推計 

 ● 当面、総人口は増加する見込み。2030年ごろが総人口のピーク。 

 ● 高齢化は緩やかに進展。2035～2040年ごろに高齢化率30％を超える見込み。 
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医療・予防の”チカラ” 

チカラ② 



地域包括ケアシステムの構築 

いつまでも元気に暮らすために･･･   
生活支援・介護予防 ※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０

分以内に必要なサービスが提供される 

  「日常生活圏域（具体的には中学校
区）」 

  を単位として想定 

■在宅系サービス 

 ・自宅、サ高住  等 相談業務やサービスの 
コーディネートを行います。 

■施設・居住系サービス 日常の医療： 
 ・かかりつけ医、有床診療所 
 ・地域の連携病院 
 ・歯科医療、薬局 

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等 

・地域包括支援センター 
・ケアマネジャー 

通院・入院 
通所・入所 

病院： 
 急性期、回復期、慢性期 

病気になったら･･･   
医療 

 

介護が必要になったら･･･   
     介護 

■介護予防サービス 

住まい 

 ○ 住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、 
  医療・介護・予防・住まい・生活支援が、包括的に確保される体制を、いわゆる団塊 
  世代が75歳以上となる2025年を目指して進めていく。 
 
 （参考）「地域包括ケアシステム」の定義（社会保障制度改革プログラム法第４条第4項） 
   地域の実情に応じて、高齢者が、可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立した 
   生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援が包括 
   的に確保される体制 
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平成28年度 病床機能報告をもとに市作成 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 
国立循環器病研究センター 

協和会病院 

平海病院 

大阪市立弘済院附属病院 

甲聖会紀念病院 

井上病院 

皐月病院 

大阪大学医学部附属病院 

済生会千里病院 

済生会吹田病院 

市立吹田市民病院 

吹田徳洲会病院 

大和病院 大和病院 
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吹田市内の医療機関の機能（イメージ） 
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 国立循環器病研究センターの吹田操
車場跡地への移転等を見据え、医療費
の多くを占め 、重度の要介護状態に直
結しやすい循環器病について、予防医
療や健康づくりの推進、市民参加型の
取組のモデルの創成など、様々な取組

を推進。 

「健康・医療のまちづくり」 
基本方針（平成26年５月策定）     
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① 地域に密着しつつ、ナショナルセンターと
してのミッションである「循環器病の予防
と制圧」の拠点を目指す。 

② オープンイノベーションにより、最先端医
療・医療技術の開発で世界をリードする。 

③ オープンイノベーションに連動したエリア
の産業活性化により、国際級の複合医療産
業拠点（医療クラスター）を形成する。 

国立循環器病研究センターを核とした 
医療クラスター形成に関する基本的な考え方

（平成26年5月医療クラスター形成会議で合意）     

健康・医療のまちづくり 
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大学・研究機関の”チカラ” 

チカラ③ 
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2025年に向けた”野望” 

●シームレスな予防 
 重度化防止の取組 
 
 
 
●人と触れ合い 
  共に取り組む環境づくり 
 
 
 
●専門家・研究者との関係づくり 

野望① 

野望② 

野望③ 
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2025年に向けた”野望” 

※三菱ＵＦＪリサ－チ＆コンサルティング「＜地域包括ケア研究会＞－2040年に向けた挑戦－」 
  （地域包括ケアシステム構築に向けた制度及びサービスのあり方に関する研究事業）、平成28年度厚生労働省老人保健健康増進等事業、2017年 
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例えば・・・ 
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